
Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussel 　 Kenkyu

講義ノ ート

さ らに その超伝導状態は ， 系の 次元性を反映 し
，

一方向に対 して超伝導で あ っ て も他方で は常伝導で あ る よ う

な 異方的超伝導が実現され て い る．現在第二 世代に ト ピ ッ ク は移 っ て い る が
， （TMTSF ）2PF6 に お い て 磁場に

よ っ て 起 こ され る SDW 状態に お い て磁場強度 vs 温度で 描い た相図が入れ子構造 に な っ て い るな ど面白い現象

が観測 され て い る．

【異方的超伝導，磁場誘起 SDW 相1
5・2・第二世代の有機超伝導体，

BEDT −TTF 塩

　第二 世代と称される BEDT −TTF 塩は，電子供与体で ある BEDT 分子と受容体の TTF 分子か らな る電荷移

動型錯体であり二 次元性を示す．第
一
世代に対して行なわれた proton−NMR や第二 世代における磁場侵入長の

測定な どに より， こ れ ら有機物質に み られ る超伝導が非 S波型の超伝導で ある可能性が示唆 され て い る．また
，

圧力と臨界温度の関係よ り， 分子間の距離に比例して臨界温度が上昇 して い ると い う傾向が報告され ， 高温超

伝導に 向けて の研究の方向性を示 して い る．

に次元性，異方的超伝導，臨界温度の上昇1
5．3．そ の他の有機導体， 超伝導体

　鹿児島先生の 講義は ， 終始穏やかな雰囲気で進んだが
， そ の 申に も一

線の 研究者として の 熱意が感 じられた。

ち ょ うど夏 の学校の 前に金沢で行なわれた超伝導の 国際会議で の 話題 （サ ッ カーボール C6。の 超伝導な ど） も

盛 り込ん で
， 大変引き込 まれ

， 集中で きる有意義な講義であ っ た．講義室 もい っ ぱい で ， 高原で の授業で あ り

なが ら暑い環境の なか ，
2 日間 ， 延べ 6時間に及ん で熱i・に 講義して い ただ い た鹿児島誠一先生に感謝い た し

ます．

　最後に ， こ の講義ノ ー hを作るに あた り， 細心の 注意を払い ましたが
， 内容に誤 りがある場合に はす べ て の

責任は製作者で あ る中井 に あ る こ とを記 して お きます．

量子反強磁 性 を理 解 す る とは ど うい う こ とな の か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉大学 理学部　夏目雄平

　本講義で は ， 量子反強磁性体の 基底状態をどの ように理解するかとい うこ とで ， 主に RVB （Res 。n 　ating 　valence

B 。nd ）の ピ クチ ャ
ーを用い た少数系か らの ア プロ ーチ に っ い て

， 正方格子の場合を中心に話 して頂 きま した．

その 内容に つ い て報告 します．

　まず学部で教わる ス ピ ン の量子力学から始め られ ，
ス ピ ン数の 小さな系に つ い て 具体例を示 しなが ら，

N6el

状態， 最近tx　RVB で は基底状態を表現で きな い こ とを述べ られた．　 RVB とい う言葉 はい ろ い ろな意味で用い

られ るが ， 本講義におい ては ，
2 ス ピ ン の全角運動量におけ る singlet 固有関数の 意味で用 い られて お り， 最近

接 RVB とは，最近接サ イ ト間の RVB の みで表現で きる状態を意味す る．さ らに最近接だけでなく，遠 くの

RVB も取り入れた拡張型 RVB 描像に基づ き，
　 RVB の幾何学的な配置に よ り波動関数を分類 して基底状態を

求め る，パ タ
ー

ン 解析法 に つ い て述べ られた．一
次元系に っ い て も触れ られ，量子反強磁性体は，古典系で は

理解で きな い 広い 領域が あ る こ とを強調された．
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　次 lt　s ； 112量子反強磁性体1こおける基底状態の持つ べ き性質である，　 Marshall条件に っ い て解説された．

これは波動関数の 対称性 ， 非縮退性，
Isi皿 g 基底で展開した ときの係数の符号な どに対す る条件で ある．こ れ を

満た し，拡張型 RVB 描像を用いた変分法 に より， 基底状態に非常に近い試行関数を作 りだせ るこ とを述 べ ら

れた，ここで の変分パ ラ メーターは，
一

つ の RVB を幾何学的な形で 分類 し，同等な もの に対しては同 じ係数

を，
一

つ
一

っ の RVB に っ けて い くとい う手法で ある．ただ し こ の方法で は，少数系に対して は非常に よ い 波

動関数が得 られ るが，さらに大 きな系に対 して は ， 困難 となるよ うで ある．

　最後le， 基底状態の 性質を調べ る手法として ，
　 Ising基底に展開したと きの Wr ・ ng 　b・ nd 数 （両端の ス ピ ン が

共に α α また は共に ββ で あ るよ うな b。nd の数）の確率分布に っ い て説明され た．ス ピ ン数 26 の正方格子に

お い て
，

こ の分布の ピーク は Wr ・ng 　b・nd 数 ＝ 18 の辺りに あ り， 大きな ス ピ ン数に対 して も Neel配置か ら充

分はなれた と ころに残 り，N6el状態か らの強い量子揺 らぎが見 られる，

　講義とい う形で あ っ たが
， 現在進行中の話を ご自身の研究に対する態度を踏まえ なが ら，

エ ネ ル ギ ッ シ ュ に ，

か つ 分か りやす く話して頂 きました，若 い研究者 の卵た ちに とっ て大 きな刺激 とな っ た こ とと思い ます．心か

ら感謝致 します．

謝辞

講師の先生方に は ，
こ こ であらためて感謝い た します．
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